












    
 
氏名（学籍番号）：虎杖真智子（7129501） 
学位の種類   ：博士（教育学） 
学位記番号   ：第1号 
学位授与の要件 ：大阪総合保育大学学位規程第12条 
学位授与の日付 ：平成27年3月15日 
学位論文題目  ：児童の自尊感情の発達に関する実践的研究 













































460 枚の気持ちカードを「プラスの気持ち（281 枚）」と「マイナスの気持ち（179 枚）」
のカードに分類した。プラス、マイナスの気持ちの理由についても数個の基準でカテゴリ
ー化した。その結果に基づき質問項目 30個を選定したが、その過程では、本研究に関わる



































































法を用いた。実験群（算数科授業プログラム実施）は O府下 A小学校の 4年生、統制群（算
数科授業プログラム非実施）は同府下 B 小学校の 4 年生で、両被調査校の学校の諸属性は
ほぼ等質である。 




10 月中旬（事前検査）と 11 月中旬（中間検査）と 12 月中旬（事後検査）に測定し、統制
群では 10月中旬（事前検査）と 12月中旬（事後検査）に測定した。 
 また、算数科の学力については、実験群において、10 月中旬にレディネステスト（事前
検査）、12月中旬に単元評価テスト（事後検査）で測定した。 
 一方、自尊感情の測定では、本研究で新開発した算数自尊感情測定尺度とそれに加え自
尊感情尺度（Rosenberg,M. 1965）を使用した。 
 本実践的実験では、算数科授業プログラムの実施により、児童の特殊的な算数自尊感情
は統計的に有意に高まることが実証された。他方、全体的な自尊感情は若干高まる傾向が
生ずるにとどまったが、実験群は統制群に比べ、測定下位項目で測定値は全体的に安定し
ており、算数科授業プログラムによる学習により、児童の全体的な自尊感情の安定性が維
持される効果が認められた。 
 第Ⅵ章においては、算数自尊感情の高揚の算数科学力の向上に対する積極的な効果を実
践的実験で検証した結果を述べた。 
 被調査者は、第Ⅴ章で実験対象として示した実験群の児童である。これらの児童から一
定の層段階的な手続きにより、算数自尊感情が非常に高揚した児童と低下した児童の二群
を抽出し、両群の学力を算数科授業プログラムの開始時と終了時に学力検査で測定し、学
力の上昇について分析した。 
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 その結果によると、算数自尊感情全体を大きく高揚させた児童は、それをかなり低下さ
せた児童より、算数科の学力で上回る学力を獲得していることが統計的に有意な傾向で認
められた。さらに、算数自尊感情の各因子別に算数科の学力の向上を検討してみると、意
欲及び解決の二因子で、統計的に有意に学力が伸びる傾向にあることが実証された。 
 これらの検証結果に基づくと、算数自尊感情が高まることを志向した授業を実践するこ
とが、着実に算数科の学力を伸ばすことをもたらすと結論でき、算数自尊感情の高揚と算
数科学力の向上との間には双方向的な関連性が存在しているという、教育実践的な事実が
示されているといえる。 
 第Ⅶ章では、本実践的研究の成果について総合的な考察・まとめを行うと共に、今後の
研究課題に関して論じた。本研究では、従来の自尊感情に関わる諸研究の結果を踏まえ、
算数自尊感情測定尺度を開発し、さらに、算数科学力の伸長を促し、特殊的な算数自尊感
情と全体的な自尊感情の育成に有効と思われる算数科授業プログラムを作成し、実践的実
験を実施したところ、これらの自尊感情の高揚と学力の向上との間には、積極的な相関性
があることが見出される成果が得られることを検証したのである。 
 本研究は今後の研究課題を多く内在させているが、その一部について触れておく。今回
の実践的実験は、既述の通り約三か月間に時期を限っており、今後は年間通しての実践に
有効な授業プログラムを作成し、自尊感情および学力の促進を図るための実践的な研究が
必要である。 
 また、本研究の成果を活用し、主要教科である国語科や他の教科などについても、各教
科の特質を十分検討し、さらに学年も 4 学年に限らず、他学年においても、自尊感情の高
揚を目指した授業に対する取り組みが特別活動などへの展開も含め、学校全体の協力体制
を堅持しつつ、継続的に実践されることも大切な課題となる。 
 本研究の実証結果は、特定の小学校二校の児童に対して試みた実践的実験によるもので
あり、その普遍性には限界がある。したがって、研究対象とする児童が在籍する学校を、
その所在地も含め拡大していくことは重視すべき課題として残された。 
 本研究は、その目的につき、全教師の理解を図り、教師の全面的な賛同と協力を得てな
された実践的研究であった。研究の課題は限られていたが、算数科についての学校として
の課題を教師全体で共有し、その認識のもとに実践的実験に取り組むという、教育現場の
具体的な実践では得難い成果を上げたことは特筆しておきたい。このような実践的実験の
授業を学校全体の教育活動に取り入れるための努力を意欲的積極的に持続していくこと
は、今後の重要な課題である。 
 
〔２〕審査結果の要旨 
 
本論文は、現場の教育実践の実態に基づく喫緊の課題を取り上げ、算数科における学力
の向上と自尊感情の高揚との相互的な関連性を実践的実験により明らかにした研究である。
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本研究で重視されるべき特質は、被調査校において全校的な協力を得て行われているとこ
ろにあり、注目に値する。 
本研究のような実践的実験は実施すること自体に教育実践の現場では多くの制約を内在
させている。一方、この種の実験的なアプローチは、現場での教育実践の必須な研究とし
て、期待が寄せられてきているものである。 
本研究では、研究に伴う独自の困難の解決を図るべき努力を可能な限り重ねつつ研究が
展開されている点は、大いに評価されてよい。 
自尊感情については、従来多様な所説があるが、本研究では、それらを綿密に検討し、
算数自尊感情が新しく概念規定されている。さらに算数自尊感情測定尺度が、正規の標準
化手続きに拠り開発されており、その研究上の貢献は少なくない。 
本研究は、児童における算数科の学力の進歩と自尊感情の高まりとの積極的な相関性に
ついての分析、検討を目的としており、したがって、被調査校の教育現状を的確に考慮し、
実験対象の学年を選定している。また、自尊感情を構成する諸要因から、算数科教育に不
可欠な要因を精査して取り上げ、授業プログラムを創案し実践しているが、授業の展開に
は適性処遇交互作用の視点が詳細に位置付けられており、現場での教育の期待に適確に応
えるものである。 
本研究では、統制群も加える実験的手法が導入され、創案授業プログラムの実践により、
学力の向上が着実に進み、本研究で開発した尺度で測定した算数自尊感情も高まる成果が
得られている。さらに、算数自尊感情の高揚が算数科の学力の進歩をもたらすことも検証
されている。なお、本研究は統計的な分析が精密に行われており、研究結果の客観性は十
分に保証されている。 
 本研究は所期するところを実践的に実証し、今後の研究の発展にきわめて有用な課題を
示唆しており、教育実践に寄与する可能性も大きい。 
 よって、本論文は、博士（教育学）の学位を授与するにふさわしい論文と認める。 
